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オンライン型のファーマーズマーケットの可能性

―GRowの取り組みを通して―

吉　越　　　萌
吉　積　巳　貴

要旨
日本の農業就業人口は減少傾向である。一方で 65 歳以上の割合が増加しており、2019 年には全体の 7割

が 65 歳以上であり、平均年齢は 67 歳となっている。新規就農者数を年齢別に見ると、2017 年の農林水産
省の調査によれば、60 歳以上が 47%であり、20 代が 12%、30 代も 12%と、若者の農業への新規就農者は
非常に少ない状況である。
このような状況の中、若者と農家が交流する機会を設け、若者の農業への理解を向上することを目的に、
オンライン・ファーマーズマーケットが立命館大学の学生団体として発足した GRowにより企画され、実
施されている。本論文では、GRowによって実施されてきた、ファーマーズマーケットの新しい形である「オ
ンライン・ファーマーズマーケット」の実践を通して、その意義とビジネスとしての持続可能性について検
討することを目的にしている。2020年から 2021年に実践された計6回のオンライン・ファーマーズマーケッ
トでは、参加者による満足度が高く、参加者が出品者である農家と交流することで、農業理解を広げる可能
性は示唆された。また時間的や移動の制約、またコロナ禍において、ファーマーズマーケットへの参加が難
しい若者にとって、オンライン・ファーマーズマーケットは気軽に参加し、農家と交流できる新たな機会を
創出する手段となりえる可能性を示しているといえる。しかしながら、オンライン・ファーマーズマーケッ
トをビジネスとして経営する際に、収益の課題が残っており、その点の対応が今後必要となっている。

キーワード：ファーマーズマーケット、農業、EC販売、若者の農業への関心向上、後継者不足
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1．はじめに

日本の農村における人口は 1965 年以降減少しており、40 年間（1975-2015 年）における減少率は 37％にも達して
いる（図 1）。日本全体的に高齢化が進行しているが、農村における高齢化は顕著である。今後 30 年間において、農
村部での人口減少はさらに加速し、山間農業地域の人口は半減しており、過半数が 65 歳以上の高齢者になることが
予測されている（農林水産省 2020）。農村の人口減少の背景の一つとして、農業従事者の減少がある。図 2は農業就
業人口と平均年齢を表したグラフである。グラフからわかるように、農業就業人口は減少傾向であるが、一方で 65

　特別寄稿
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歳以上の割合が増加しており、2019 年には全体の 7割が 65 歳以上であり、平均年齢は 67 歳となっている。新規就
農者数を年齢別に見ると、2017 年の農林水産省の調査によれば、60 歳以上が、47%であり、20 代が 12%、30 代も
12%と、若者の農業への新規就農者は非常に少ない状況である。

2018 年に内閣府が実施した「食と農林漁業に関する世論調査」において、農林漁業における収入の不安定さを指
摘する意見が 85.5% と高く、きつく肉体労働であるという質問に対して 87%が「そう思う」と指摘するなど、農林
漁業に対してそのようなイメージをもっていることが明らかになっている（内閣府 平成 30 年度「農林漁業に関する
世論調査」）。このような農業に対するイメージをあまり良いように思っていない人が多い背景として、都市化が進む
中で、日常的に農業に接する機会が減少してきており、都市部に住む人々が農業との関わりもなく、農業への理解が
乏しいことがある。このような農業に対するイメージから、若者の就農を遠ざける状況となっていることが指摘でき
る。

図 1　農村・都市における人口・高齢化の推移と見通し
出所：農林水産省「平成 26 年度　食料・農業・農村白書」
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図 2　農業就業人口、基幹的農業従事者数の推移
出所：農林水産省「農林業センサス」、「農業構造動態調査」より筆者作成
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このような状況の中、若者と農家が交流する機会を設け、若者の農業への理解を向上することを目的に、オンライ
ン・ファーマーズマーケットが立命館大学の学生団体として発足したGRowにより実施されている。ファーマーズマー
ケットは、農家が自ら作った農作物を、自らが住む地域内や近隣地域で生産者自身が販売する方法である。日本では、
産地直売所の中で、比較的規模の大きな直売所が「ファーマーズマーケット」という名称で、JA事業として推進さ
れた経緯で広がっている（二木 2001）。その他として、農家の任意グループ、農業組合法人、自治体や地域コミュニ
ティや民間の団体により、地域活性化のイベントの一環として実施されている。
本論文では、新たなファーマーズマーケットの形態であるオンライン型のファーマーズマーケットの可能性につい
て、GRowが実施してきたオンライン・ファーマーズマーケットの実践を通して、その意義とビジネスとしての持続
可能性について検討を行うことが本論文の目的である。
  

2．オンライン・ファーマーズマーケットの構成

オンライン・ファーマーズマーケットとは、WEB会議ツール ZOOMを使用した、農業従事者をはじめとした出
店者と利用者の交流や商品購入が可能なオンライン上のファーマーズマーケットである。出店者が自身の出品物にか
けるこだわりや取り組みへの考えを一人あたり 10 分ほどで発表し、利用者による質疑応答、商品の購入が行われる。
オンラインを用いることで、ファーマーズマーケット実施会場に足を運ぶ交通費や移動時間をかけることなく、気軽
に参加することが可能になった。また出店者の多くは農業従事者であり、一日売り子として時間を費やすことや遠方
まで移動することが難しいという課題にも対応している。オンライン・ファーマーズマーケットの長所は「購入者の
みならず農家同士でも繋がれる点」「農家と利用者が顔の見える関係で販売できる点」「販売している農産物の調理方
法や食べ方を知れる点」「出店者の農業へのこだわりが高い点」である。
オンライン・ファーマーズマーケットを企画、実施した背景として、GRowを設立するメンバー自身が大学生生活
の中で農業に関わる機会が少ないことに懸念を抱き、気軽に農業従事者と交流できる機会を作ることや、農家との交
流を通して地元の作物に興味を持ち、生産者の元へ足を運んだりする中で、農業への関心を向上させることや、将来
農業に関わるきっかけをつくりたいと考える中で、オンライン・ファーマーズマーケットが企画されていった。オン
ライン・ファーマーズマーケットでは参加者が「身の回りで農業に触れる」ことを最初の目的として位置づけた。最
初から「独立して農業をしたい！」と思う人は少ないが、少しずつステップを踏んで最終的に独立して農業をするな
らば、知識や経験から安心して農業に参入できるのではないだろうかという考えの中で、はじめのステップとしてオ
ンライン・ファーマーズマーケットを活用し、活躍している農業従事者からリアルな声聞き、農業に関わるきっかけ
を増やすことを目的としている。

図 3　オンライン・ファーマーズマーケットの構成
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従来のファーマーズマーケットでは、生産者が消費者と顔の見える関係で販売できることや、購入者のみならず出
店者同士でも繋がれることなどがメリットであることが謳われているが、その一方で、出店者の拘束時間が長いこと
による農作業時間の圧迫や、ファーマーズマーケットへの移動費用や移動時間の負担、売れ残った商品を持ち帰る必
要があること、また最近ではコロナウイルス感染症の感染リスクなどといった課題があった。オンライン・ファーマー
ズマーケットでは移動時間、移動費用がかからず、コロナウイルスの感染リスクもなくすことが出来る。出店者が拘
束される時間も、イベント開催中の 2時間のみの為、農作業にかける時間が圧迫されないなど、従来のファーマーズ
マーケットのデメリットをカバーすることが可能である。

3．オンライン・ファーマーズマーケットの実施状況

2020 年 11 月 28 日に 1回目のオンライン・ファーマーズマーケットを開催し、2021 年 12 月 20 日までに 6回開催
した。第一回目は 2020 年 11 月 28 日に開催し、参加者 11 人、出店者 5人で、この回のみ、本来なら参加者が負担す
る送料を無料にしている。第二回目は 2021 年 2 月 20 日に実施し、参加者 13 人、出店者 3人であり、送料は関西
500 円、関西以外は 1500 円、南草津駅での受け取りは 0円と設定した。第三回目は参加者 12 人、出店者 4人、送料
は関西 800 円、関西以外は 1500 円であった。またこの回から参加者が友達を一人紹介するごとに、紹介した側と紹
介された側がそれぞれ 200 円割引券をもらえる（上限は一人当たり 600 円）「友達紹介割引制度」を始めた。この割
引券は、オンライン・ファーマーズマーケット内で商品を購入した際に使用することが可能である。第四回目は参加
者 13 人、出店者 4人であり、送料は第三回目と同様である。第五回目は参加者 9人、出店者 4人であり「ふらっと
オンライン・ファーマーズマーケット」と称し、これまでのオンライン・ファーマーズマーケットよりも参加者を減
らし規模の小さいものにした。また、地域に特化させ、京丹波地域の出店者のみで開催し、出店者同士で一つの箱に
商品を同封し、直接参加者に発送した。また、養蜂体験のチケットを販売した。
第 6回目は立命館大学食マネジメント学部の授業「食と環境」にて開催し、参加者 220 人、出店者６人、滋賀県稲
作経営者会議から 6名が出店した。この回では、オリジナル商品「近江の米食べ比べセット」を販売している（図５）。
6回開催した中で、出店者は合計 15 人、参加者のリピーター率は 32%で、4回参加した参加者が 2人いる。

表 1　オンライン・ファーマーズマーケットの実施状況
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4．オンライン・ファーマーズマーケット参加者への意識調査

第 1回から第 5回で一般を対象に実施した分と、第 6回に立命館大学食マネジメント学部学生対象に実施したオン
ライン・ファーマーズマーケット後に、それぞれオンライン・ファーマーズマーケット参加に関してのアンケートを
実施した。前者のアンケート結果は表 3である。イベント情報が知人を通しての口コミで広がっていることもあり、
知人に誘われて参加した人が多い。次いで、農業に関心がある人が参加している人が多い。イベントの参加に対する
満足度は高い。しかしながら、次回も続けて参加希望の人は半数となり、実際リピーターとして参加した人は 32%
であった。商品に求めるものに対する意見としては、生産者の信念に共感できるか、そして有機農法や減農薬といっ
た安心感が多かった。

図 4　第 6回オンライン・ファーマーズマーケットの案内

図 5　第 6回オンライン・ファーマーズマーケットで販売したお米食べ比べセット
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表 2　オンライン・ファーマーズマーケットの出店物情報
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一方、第 6回に実施した食マネジメント学部生 220 人に実施したアンケートを別途行った。第 6回で実施したオン
ライン・ファーマーズマーケットは、「食と環境」受講生が参加しており、食に関心があり、学部生として学んでい
るが、全員が農業に関心はない状況であった。この学生に対して、農業への関心について、イベント前とイベント後
の農業への興味についての変化の質問に対して、4つの選択肢（大変興味がある・興味がある・どちらでもない・興
味はなかった）の質問をした結果、イベント前に「大変興味がある」に回答した人が 19 人だったのに対して、イベ
ント後には 12 人増加し 31 人となった。また「興味がある」に回答した人は 90 人から 57 人増加し 147 人、「どちら
でもない」は 72 人から 36 人減少し 36 人、「興味はない」は 39 人から 33 人減少し 6人という結果になった。

表 3　第 1~5 回参加者へのイベントに関するアンケート結果



立命館食科学研究　第7号

316

また、オンラインで農作物の購入をしたいかについての質問に対して、220 人中 161 名が「旬なものや期間限定な
ものであれば購入したい」という回答があった。
またオンライン・ファーマーズマーケットに参加したことで、農業に対するイメージがどのように変わったかにつ
いての自由回答をUser Local によるフリーのAI テキストマイニング分析した結果（「農業」「農家」「講義」「イメー
ジ」を除外として設定）、図 7のようになった。オンライン・ファーマーズマーケットを通して生産者の思いやこだ
わりについて話しを聞くことで、農業、農家について身近に感じたという意見も多かった。また回答の中で、「楽しい」
「新しい」「面白い」「良い」「素晴らしい」などのポジティブな形容詞が使用されている。
アンケートの中で、農家への質問や要望についての回答では、農業体験を希望する回答も多く、オンライン・ファー
マーズマーケットを通して、農業に関心をもち、農業体験を希望する人もでてきている。

図 6　第 6回オンライン・ファーマーズマーケット参加者の農業への関心についてのアンケート結果

図 7　農業に対するイメージ変化に関する自由回答のAI テキストマイニング分析結果（ワードクラウド）
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参加者の中には、GRowに加わったり、農業系のイベントへ出店し、地域課題の解決に取り組む人も出てきている。

5．オンライン・ファーマーズマーケットの持続可能性

表 4は合計 6回のオンライン・ファーマーズマーケットの売上と支出をまとめたものである。オンライン・ファー
マーズマーケットを経営する中で、経営的な課題となるのは送料の問題である。第四回目では各出店者から購入者に
それぞれ商品を発送したため、3人の出店者から購入した人には、800 円× 3出店者＝ 2400 円（関西県内の場合）の
送料がかかってしまい、購入者の負担分 800 円を除いた運営の負担分が 1600 円発生した。そこで、第五回目では、
同じ地域に特化させて開催している。京都・丹波市から 4名の出店者が参加し、商品だけでなく、地域の特徴や魅力
を伝えてもらうようにしている。送料は近所の出店者で構成されたため、1つの箱に同封し、購入者に 800 円で配送
することが可能となった。
さらに経営上の課題としては、GRowメンバーの人件費が計上されていないところである。活動の持続性を考える
場合、人件費分の収益が必要不可欠となる。今までの開催では、立命館大学の助成金やクラウドファンディングによ
る支援のもと、オンライン・ファーマーズマーケットを開催してきたが、補助金や助成金に頼ることなく収益を上げ
ていくことは現時点では難しく、この点を検討する必要がある。

図 8　農業に対するイメージ変化に関する自由回答のAI テキストマイニング分析結果（共起キーワード）
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6．おわりに

2020 年から 2021 年に実践された計 6回のオンライン・ファーマーズマーケットでは、参加者による満足度が高く、
参加者が出品者である農家と交流することで、農業理解を広げる可能性は示唆された。また時間的や移動の制約、ま
たコロナ禍において、ファーマーズマーケットへの参加が難しい若者にとって、オンライン・ファーマーズマーケッ
トは気軽に参加し、農家と交流できる新たな機会を創出する手段となりえる可能性を示しているといえる。しかしな
がら、オンライン・ファーマーズマーケットを経営するにおいて、課題がまだ残っており、その点の対応が今後必要
となっている。
オンライン・ファーマーズマーケット参加者からの要望で農業体験を希望する声が複数あったように、オンライン・
ファーマーズマーケットでは、農作物の販売だけではなく、農作物の収穫体験や就農体験などを企画することも可能
であり、オンライン・ファーマーズマーケットの新たな商品として検討することが、オンライン・ファーマーズマー
ケットの経営上の課題解決につながる可能性がある。
オンライン・ファーマーズマーケットの取組みは、地域の農業や食への意識を高めるためにも重要や方法であり、
交通手段の制限やコロナ禍など、物理的な交流が難しい社会における、新たなファーマーズマーケットとして注目で
きる方法である。今後、経営上の持続可能なオンライン・ファーマーズマーケットのビジネスモデルを開発できるよ
う、研究を進めていきたい。
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表 4　オンライン・ファーマーズマーケット収支表


